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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月6日(2021.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が入球可能な始動口と、
　識別情報を表示可能な識別情報表示部と、
　遊技の進行を制御する主遊技部と、
　演出を表示可能な演出表示部と、
　演出表示部への演出表示を制御する副遊技部と
を備え、
　主遊技部は、
　始動口への入球に基づき、乱数を取得する乱数取得手段と、
　乱数取得手段により取得された乱数に基づき、識別情報表示部にて識別情報を変動表示
させた後に識別情報を停止表示させるよう制御する識別情報表示制御手段と、
　識別情報が所定態様にて停止表示された後において、遊技者にとって有利な特別遊技を
実行可能な特別遊技制御手段と、
　副遊技部側で実行される演出表示に際して必要な遊技情報を副遊技部側へ送信する遊技
情報送信手段と
を備え、
　副遊技部は、
　主遊技部側から送信された遊技情報を受信する遊技情報受信手段と、
　遊技情報受信手段により受信された遊技情報に基づき、演出表示部にて表示する演出表
示内容を制御する演出表示内容制御手段と
を備え、
　一の識別情報の変動表示に対応して、第一演出用図柄と第二演出用図柄とが演出表示部
に変動表示し得るよう構成されており、
　識別情報の変動表示開始から停止表示までを一演出期間とし、前記一演出期間内におい
て第一演出用図柄を演出表示部にて変動表示させた後で、第一演出用図柄の最終的な組合
せを演出表示部にて表示させ得るよう制御し、前記一演出期間内において第二演出用図柄
を演出表示部にて変動表示させた後で、第二演出用図柄の最終的な組合せを演出表示部に
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て表示させ得るよう制御し、
　特別遊技の非実行時における演出モードとして、演出モードＡと演出モードＢとを少な
くとも有しており、
　演出モードＡが設定されている状況下における前記一演出期間内において変動表示され
る第一演出用図柄について、第一演出用図柄の最終的な組合せが表示されるよりも前にて
第一演出用図柄の暫定表示態様が表示され得ると共に、第一演出用図柄の暫定表示態様が
表示される場合には前記一演出期間内において再び第一演出用図柄が変動表示される再変
動を実行可能であり、第一演出用図柄の暫定表示態様が表示される際には、第一演出用図
柄の最終的な組合せには含まれない特殊表示態様が表示され得るよう構成されており、
　演出モードＢが設定されている状況下における前記一演出期間内において変動表示され
る第一演出用図柄について、前記特殊表示態様が表示されないよう構成されており、
　演出モードＡが設定されている状況下であって識別情報が前記所定態様以外にて停止表
示されることに対応する前記一演出期間内において第一演出用図柄の最終的な組合せが表
示される場合には特定の組合せが表示され得るが、演出モードＢが設定されている状況下
であって識別情報が前記所定態様以外にて停止表示されることに対応する前記一演出期間
内において第一演出用図柄の最終的な組合せが表示される場合には前記特定の組合せが表
示されないよう構成されており、
　識別情報の変動表示開始直前の第二演出用図柄の表示態様は、当該変動表示の前の変動
表示で表示された第二演出用図柄の最終表示態様であるが、識別情報の変動表示開始以降
の第二演出用図柄の表示態様は、当該変動表示の前の変動表示で表示された第二演出用図
柄の最終表示態様に関わらず、予め定められた複数種類の規定表示態様のうち或る種類の
規定表示態様を表示した後に当該或る種類の規定表示態様とは異なる種類の規定表示態様
へと切り替えられるよう構成されており、
　所定のエラーが発生したことに対応して、演出表示部にて所定のエラー画面を表示可能
であり、
　前記所定のエラー画面と第一演出用図柄の組合せとが同時に表示される場合、前記所定
のエラー画面の表示の方が第一演出用図柄の表示よりも表示優先度が高く、
　前記所定のエラー画面と第一演出用図柄の組合せと第二演出用図柄の組合せとが同時に
表示される場合、前記所定のエラー画面の表示領域と第一演出用図柄の表示領域とは重複
するが前記所定のエラー画面の表示領域と第二演出用図柄の表示領域とは重複しないよう
構成されており、
　前記所定のエラー画面と第一演出用図柄の組合せと第二演出用図柄の組合せとが同時に
表示される場合であっても、所定の遊技者操作に基づき音量調整画面を表示可能であり、
　前記所定のエラー画面と第一演出用図柄の組合せと第二演出用図柄の組合せとが同時に
表示される場合であっても、所定の遊技者操作に基づき音量レベルの調整が可能であり、
　音量調整画面と第一演出用図柄の組合せと第二演出用図柄の組合せとが同時に表示され
る場合、音量調整画面の表示の方が第一演出用図柄の表示よりも表示優先度が高く、
　音量調整画面と第一演出用図柄の組合せと第二演出用図柄の組合せとが同時に表示され
る場合、音量調整画面の表示領域と第一演出用図柄の表示領域とは重複するが音量調整画
面の表示領域と第二演出用図柄の表示領域とは重複しないよう構成されており、
　前記所定のエラーとは異なる特定のエラーが発生している状況下では、所定の遊技者操
作があっても、音量調整画面が表示されないとともに、音量レベルの調整もされないよう
構成されている
ことを特徴とするぱちんこ遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
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　本態様に係るぱちんこ遊技機は、
　遊技球が入球可能な始動口と、
　識別情報を表示可能な識別情報表示部と、
　遊技の進行を制御する主遊技部と、
　演出を表示可能な演出表示部と、
　演出表示部への演出表示を制御する副遊技部と
を備え、
　主遊技部は、
　始動口への入球に基づき、乱数を取得する乱数取得手段と、
　乱数取得手段により取得された乱数に基づき、識別情報表示部にて識別情報を変動表示
させた後に識別情報を停止表示させるよう制御する識別情報表示制御手段と、
　識別情報が所定態様にて停止表示された後において、遊技者にとって有利な特別遊技を
実行可能な特別遊技制御手段と、
　副遊技部側で実行される演出表示に際して必要な遊技情報を副遊技部側へ送信する遊技
情報送信手段と
を備え、
　副遊技部は、
　主遊技部側から送信された遊技情報を受信する遊技情報受信手段と、
　遊技情報受信手段により受信された遊技情報に基づき、演出表示部にて表示する演出表
示内容を制御する演出表示内容制御手段と
を備え、
　一の識別情報の変動表示に対応して、第一演出用図柄と第二演出用図柄とが演出表示部
に変動表示し得るよう構成されており、
　識別情報の変動表示開始から停止表示までを一演出期間とし、前記一演出期間内におい
て第一演出用図柄を演出表示部にて変動表示させた後で、第一演出用図柄の最終的な組合
せを演出表示部にて表示させ得るよう制御し、前記一演出期間内において第二演出用図柄
を演出表示部にて変動表示させた後で、第二演出用図柄の最終的な組合せを演出表示部に
て表示させ得るよう制御し、
　特別遊技の非実行時における演出モードとして、演出モードＡと演出モードＢとを少な
くとも有しており、
　演出モードＡが設定されている状況下における前記一演出期間内において変動表示され
る第一演出用図柄について、第一演出用図柄の最終的な組合せが表示されるよりも前にて
第一演出用図柄の暫定表示態様が表示され得ると共に、第一演出用図柄の暫定表示態様が
表示される場合には前記一演出期間内において再び第一演出用図柄が変動表示される再変
動を実行可能であり、第一演出用図柄の暫定表示態様が表示される際には、第一演出用図
柄の最終的な組合せには含まれない特殊表示態様が表示され得るよう構成されており、
　演出モードＢが設定されている状況下における前記一演出期間内において変動表示され
る第一演出用図柄について、前記特殊表示態様が表示されないよう構成されており、
　演出モードＡが設定されている状況下であって識別情報が前記所定態様以外にて停止表
示されることに対応する前記一演出期間内において第一演出用図柄の最終的な組合せが表
示される場合には特定の組合せが表示され得るが、演出モードＢが設定されている状況下
であって識別情報が前記所定態様以外にて停止表示されることに対応する前記一演出期間
内において第一演出用図柄の最終的な組合せが表示される場合には前記特定の組合せが表
示されないよう構成されており、
　識別情報の変動表示開始直前の第二演出用図柄の表示態様は、当該変動表示の前の変動
表示で表示された第二演出用図柄の最終表示態様であるが、識別情報の変動表示開始以降
の第二演出用図柄の表示態様は、当該変動表示の前の変動表示で表示された第二演出用図
柄の最終表示態様に関わらず、予め定められた複数種類の規定表示態様のうち或る種類の
規定表示態様を表示した後に当該或る種類の規定表示態様とは異なる種類の規定表示態様
へと切り替えられるよう構成されており、
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　所定のエラーが発生したことに対応して、演出表示部にて所定のエラー画面を表示可能
であり、
　前記所定のエラー画面と第一演出用図柄の組合せとが同時に表示される場合、前記所定
のエラー画面の表示の方が第一演出用図柄の表示よりも表示優先度が高く、
　前記所定のエラー画面と第一演出用図柄の組合せと第二演出用図柄の組合せとが同時に
表示される場合、前記所定のエラー画面の表示領域と第一演出用図柄の表示領域とは重複
するが前記所定のエラー画面の表示領域と第二演出用図柄の表示領域とは重複しないよう
構成されており、
　前記所定のエラー画面と第一演出用図柄の組合せと第二演出用図柄の組合せとが同時に
表示される場合であっても、所定の遊技者操作に基づき音量調整画面を表示可能であり、
　前記所定のエラー画面と第一演出用図柄の組合せと第二演出用図柄の組合せとが同時に
表示される場合であっても、所定の遊技者操作に基づき音量レベルの調整が可能であり、
　音量調整画面と第一演出用図柄の組合せと第二演出用図柄の組合せとが同時に表示され
る場合、音量調整画面の表示の方が第一演出用図柄の表示よりも表示優先度が高く、
　音量調整画面と第一演出用図柄の組合せと第二演出用図柄の組合せとが同時に表示され
る場合、音量調整画面の表示領域と第一演出用図柄の表示領域とは重複するが音量調整画
面の表示領域と第二演出用図柄の表示領域とは重複しないよう構成されており、
　前記所定のエラーとは異なる特定のエラーが発生している状況下では、所定の遊技者操
作があっても、音量調整画面が表示されないとともに、音量レベルの調整もされないよう
構成されている
ことを特徴とするぱちんこ遊技機である。
＜付記＞
　尚、本態様とは異なる別態様について以下に列記しておくが、これらには何ら限定され
ることなく実施することが可能である。
　本別態様に係るぱちんこ遊技機は、
　第二領域側を流下する遊技球のほうが、第一領域側を流下する遊技球よりも、入球が容
易となる位置に配置されている始動口（例えば、第１主遊技始動口Ａ１０、第２主遊技始
動口Ｂ１０）と、
　識別情報を表示可能な識別情報表示部（例えば、第１主遊技図柄表示部Ａ２１ｇ、第２
主遊技図柄表示部Ｂ２１ｇ）と、
　遊技の進行を制御する主遊技部（例えば、主制御基板Ｍ）と、
　演出を表示可能な演出表示部（例えば、演出表示装置ＳＧ）と、
　演出表示部への演出表示を制御する副遊技部（例えば、副制御基板Ｓ）と
を備え、
　主遊技部は、
　始動口への入球に基づき、乱数を取得する乱数取得手段と、
　乱数取得手段により乱数が取得された場合、識別情報の変動表示開始条件を充足するま
で当該取得された乱数を保留として一時記憶する乱数一時記憶手段と、
　ある保留に関する識別情報の変動表示開始条件を充足した場合、当該ある保留に係る乱
数に基づき、識別情報表示部にて識別情報を変動表示させた後に識別情報を停止表示させ
るよう制御する識別情報表示制御手段と、
　識別情報が所定態様にて停止表示された後において、遊技者にとって有利な特別遊技を
実行可能な特別遊技制御手段と、
　特別遊技の非実行中における遊技状態として通常遊技状態と通常遊技状態よりも始動口
へ入球容易となる特定遊技状態とを有し、特別遊技の実行終了後において特定遊技状態と
し得るよう制御する遊技状態制御手段と、
　副遊技部側で実行される演出表示に際して必要な遊技情報を副遊技部側へ送信する遊技
情報送信手段と
を備え、
　副遊技部は、
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　主遊技部側から送信された遊技情報を受信する遊技情報受信手段と、
　遊技情報受信手段により受信された遊技情報に基づき、演出表示部にて表示する演出表
示内容を制御する演出表示内容制御手段と
を備え、
　識別情報の変動表示開始から停止表示までを一演出期間とし、前記一演出期間内におい
て第一演出用図柄を演出表示部にて変動表示させた後で、第一演出用図柄の最終的な組合
せを演出表示部にて表示させ得るよう制御し、前記一演出期間内において第二演出用図柄
を演出表示部にて変動表示させた後で、第二演出用図柄の最終的な組合せを演出表示部に
て表示させ得るよう制御し、
　特定遊技状態から通常遊技状態へ移行することが予定されており且つ保留も残存してい
ない識別情報の変動表示中に電源断が発生した場合、当該電源断から復帰した以降にて演
出用図柄の組合せが表示される際には、特定遊技状態に対応した表示形式にて演出用図柄
の組合せを一旦表示した後で通常遊技状態に対応した表示形式にて演出用図柄の組合せを
表示するよう構成されており、
　前記第二領域に遊技球を発射することを促すよう報知する発射報知演出を演出表示部に
て表示可能であり、発射報知演出は通常遊技状態にある状況下では表示されない一方で、
発射報知演出は特定遊技状態にある状況下では表示され得るよう構成されており、
　第一演出用図柄と第二演出用図柄と発射報知演出との全てを同時に表示可能であり、
　ある一演出期間内において特定の予告演出を演出表示部にて表示可能であり、
　演出表示部において、発射報知演出は第一演出用図柄と重複する位置にて表示され、且
つ、前記特定の予告演出は第一演出用図柄と重複する位置にて表示され得るよう構成され
ており、
　演出表示部において、発射報知演出は第二演出用図柄と重複しない位置にて表示される
一方で、前記特定の予告演出は第二演出用図柄と重複する位置にて表示され得るよう構成
されている
ことを特徴とするぱちんこ遊技機である。
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